
久く

遠を
ん

寺じ

は
桂か
つ
らの

西に
し

河か
は

島し
ま

に
あ
り
。〔
此
所
を
寺
内
と
い
ふ
〕
西
六
条
本ほ
ん

願ぐ
わ

寺ん
じ

の
懸
所
に
し
て
、
西に
し

山や
ま

御ご

坊ぼ
う

と
称
す
。
阿あ

弥み

陀だ

堂だ
う

〔
本
尊
は

安あ
ん

阿あ

弥み

の
作
な
り
〕
開
基
は
覚か
く

如に
よ

上
人
な
り
。〔
当
宗
の
開
山
親し
ん

鸞ら
ん

聖し
や

人う
に
んよ

り
第
三
代
に
し
て
、
道
徳
兼
備
の
上
人
な
り
、
観
応
二
年
正
月

十
九
日
八
十
二
歳
に
し
て
入
寂
す
〕
覚か
く

如に
よ

上
人
塔た
ふ

〔
堂
後
に
あ
り
〕
ケ
チ

く
の
面
〔
当
寺
に
あ
り
、
木
作
の
面
な
り
。
旱
の
年
里
人
こ
れ

を
祭
り
、
雨
を
祈
れ
ば
忽
其
験
あ
り
。
一
年
西
六
条
本
寺
の
宝
蔵
に
収
し
に
、
寺
内
震
動
し
て
止
ず
、
又
此
所
に
返
し
今
に
あ
り
。
当
村
に

災
あ
れ
ば
ケ
チ

く
と
鳴
て
そ
の
凶
瑞
を
知
ら
す
、
故
に
名
と
す
〕


